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賀
茂
真
淵
の
祝
詞
研
究

─
⽝
古
事
記
⽞
受
容
と
本
居
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
と
の
関
係
性

─

中

村

俊

太

は
じ
め
に

─
真
淵
に
お
け
る
⽝
古
事
記
⽞
の
位
置
づ
け

明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
五
月
九
日
、
臨
終
の
近
い
賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七

～
一
七
六
九
）
は
、
本
居
宣
長
（
一
七
三
〇
～
一
八
〇
一
）
に
宛
て
た
書
簡
で

次
の
よ
う
に
記
し
た

（
⚑
）。

宣
命
等
を
先
訖
候
て
後
古
事
記
の
考
を
可
レ
被
レ
問
と
の
事
、
是
則
既
い

ひ
し
、万
葉
よ
り
入
歌
文
を
得
て
後
に
記
の
考
を
な
す
べ
き
拙
が
本
意
也
。

天
下
の
人
大
を
好
て
大
を
得
た
る
人
な
し
。
故
に
己
は
小
を
尽
て
大
に
入

べ
く
、
人
代
を
尽
て
神
代
を
う
か
ゞ
ふ
べ
く
思
ひ
て
今
ま
で
勤
た
り
。

⽝
万
葉
集
⽞
の
研
究
に
注
力
し
た
学
者
と
し
て
名
高
い
真
淵
だ
が
、
彼
の
研
究

生
活
が
向
か
う
⽛
本
意
⽜
は
、⽛
古
事
記
の
考
⽜
を
成
す
こ
と
で
あ
っ
た
。⽛
人

代
⽜（⽝
万
葉
集
⽞
や
宣
命
な
ど
）
の
考
証
の
先
に
、⽛
神
代
⽜（⽝
古
事
記
⽞）
を

見
据
え
る
真
淵
の
⽝
古
事
記
⽞
研
究
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。

宣
長
は
、
真
淵
の
⽝
古
事
記
⽞
研
究
に
つ
い
て
、⽝
古
事
記
伝
⽞（
一
之
巻
⽛
古

記
典
等
総
論
⽜）
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
⚒
）。

爰
に
吾
岡
部
大
人
、【
賀
茂
真
淵
縣
主
】〔
中
略
〕
千
年
に
も
お
ほ
く
余
る

ま
で
、久
し
く
心
の
底
に
染
着
た
る
、漢
籍
意
の
き
た
な
き
こ
と
を
、且
々

も
さ
と
れ
る
人
い
で
き
て
、
此
記
〔
注
：⽝
古
事
記
⽞〕
の
尊
き
こ
と
を
、

世
人
も
知
初
た
る
は
、
学
の
道
に
は
、
神
代
よ
り
た
ぐ
ひ
も
な
き
、
彼
大

人
の
功
に
な
む
あ
り
け
る
、
宣
長
は
た
此
御
蔭
に
頼
て
、
此
意
を
悟
り
初

て
、
年
月
を
経
る
ま
に
〳
〵
、
い
よ
よ
益
々
か
ら
ぶ
み
ご
ゝ
ろ
の
穢
汚
き

こ
と
を
さ
と
り
、
上
代
の
清
ら
か
な
る
正
実
を
な
む
、
熟
ら
に
見
得
て
し

あ
れ
ば
、此
記
を
以
て
、あ
る
が
中
の
最
上
た
る
史
典
と
定
め
て
、…［
九
・

七
］

真
淵
の
⽝
古
事
記
⽞
再
発
見
の
功
績
を
称
え
つ
つ
、
宣
長
が
師
の
志
向
を
受

け
て
⽝
古
事
記
⽞
の
研
究
へ
向
か
っ
た
こ
と
が
よ
く
分
か
る
発
言
で
あ
る
。

で
は
、
真
淵
自
身
は
⽝
古
事
記
⽞
を
ど
の
よ
う
な
書
と
し
て
捉
え
て
い
た
の

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
彼
の
著
書
か
ら
以
下
の
よ
う
な
言
及
を
見
出
だ
す
こ

と
が
で
き
る

（
⚓
）。
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①
⽝
延
喜
式
祝
詞
解
⽞（
以
下
、⽝
祝
詞
解
⽞）
序
附
記

古
史
ヲ
引
ニ
古
事
紀
ヲ
先
ト
シ
、
日
本
紀
ヲ
次
ト
ス
、
日
本
紀
ハ
上
古
ノ

数
書
ヲ
選
定
セ
ラ
レ
タ
レ
ド
、
儒
士
紀
朝
臣
清
人
専
コ
レ
ニ
與
テ
、
漢
文

ニ
泥
タ
レ
ハ
、
上
古
ノ
事
実
ニ
違
ル
モ
多
シ
、〔
中
略
〕
古
事
紀
ハ
上
古
質

直
ノ
国
史
也
、
且
国
語
ヲ
専
ト
シ
タ
レ
ハ
、
上
古
風
ヲ
見
、
古
語
ヲ
知
、

古
文
ヲ
察
ス
ル
ニ
及
モ
ノ
無
レ
ハ
也
、
然
ト
モ
日
本
紀
ハ
、
古
語
ニ
漢
字

ヲ
配
シ
、
事
理
委
キ
故
ニ
、
事
ニ
従
テ
先
挙
ル
モ
有
リ
、［
七
・
一
一
］

②
⽝
万
葉
解
⽞
通
釈
并
釈
例

次
に
古
事
記
を
見
て
神
代
以
来
語
り
伝
へ
た
る
事
を
知
、
且
古
事
記
は
全

く
和
文
の
古
な
る
物
な
れ
は
よ
く
読
て
和
語
の
源
を
極
め
万
葉
集
を
相
照

し
見
る
へ
し
、［
六
・
一
九
］

③
⽝
冠
辞
考
⽞
序
附
言

古
事
記
・
日
本
紀
に
同
し
く
有
こ
と
を
は
、
古
事
記
を
挙
つ
、
古
事
記
は

ま
こ
と
の
ふ
み
也
、
紀
は
か
ら
文
に
似
た
ら
ん
と
つ
と
め
書
つ
れ
は
、
訓

に
お
き
て
人
の
お
も
ひ
ま
ど
ふ
事
も
ま
じ
れ
ば
也
、
さ
れ
ど
紀
に
て
こ
と

わ
り
明
ら
け
き
を
ば
紀
を
先
と
せ
り
、［
八
・
九
］

④
⽝
祝
詞
考
⽞
下
巻
⽛
伊
勢
大
神
宮
⽜

古
事
記
は
、
い
と
上
つ
代
の
直
な
る
伝
也
、
神
代
紀
は
、
古
き
文
ど
も
を

以
て
、
か
ら
ざ
ま
に
書
改
し
と
き
、
そ
の
事
か
ら
意
に
転
せ
し
も
有
、
或

は
時
の
権
に
へ
つ
ら
ひ
、
或
は
そ
の
社
、
或
は
神
学
者
流
な
ど
、
私
意
も

て
、
い
ひ
な
せ
し
も
多
し
、
仍
て
た
ゞ
か
ゝ
る
事
、
古
き
伝
へ
に
仍
べ
け

れ
は
、
か
た
〴
〵
古
事
記
に
は
及
べ
か
ら
す
、［
七
・
三
〇
五
］

い
ず
れ
も
、⽛
か
ら
文
⽜⽛
か
ら
ざ
ま
⽜
で
飾
ら
れ
た
⽝
日
本
書
紀
⽞（
以
下
、

⽝
書
紀
⽞）
に
比
し
て
、⽝
古
事
記
⽞
を
上
古
の
我
が
国
の
古
語
・
古
意
を
素
直
に

伝
え
る
書
と
し
て
評
価
し
た
発
言
で
あ
る
。
上
代
の
古
語
・
古
意
の
探
求
は
、

枕
詞
研
究
の
書
で
あ
る
⽝
冠
辞
考
⽞
や
、⽝
万
葉
集
⽞
の
注
釈
書
⽝
万
葉
考
⽞
な

ど
、
真
淵
の
代
表
作
の
根
幹
に
横
た
わ
る
目
的
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
も
っ
と

も
直
接
に
伝
え
る
⽛
ま
こ
と
の
⽜
テ
ク
ス
ト
こ
そ
、⽝
古
事
記
⽞
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
だ
。
そ
う
し
た
⽝
古
事
記
⽞
観
は
、
学
者
と
し
て
の
若
き
日
の
著
作
か

ら
見
ら
れ
（
①
②
）、
晩
年
に
も
引
き
継
が
れ
る
（
③
④
）、
終
生
の
テ
ー
マ
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
さ
れ
よ
う

（
⚔
）。

し
か
し
な
が
ら
、
周
知
の
と
お
り
、
真
淵
に
は

⽝
古
事
記
⽞
に
関
す
る
、（
宣
長
に
お
け
る
⽝
古
事
記
伝
⽞
の
よ
う
な
）
ま
と
ま
っ

た
注
釈
書
は
成
ら
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
状
況
か
ら
か
、
真
淵
の
⽝
古
事
記
⽞
研
究
は
、
従
来
、
盛
ん
に
考

証
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
い
。
し
い
て
言
え
ば
、⽝
古
事
記
頭
書
⽞
や
⽝
仮
名

書
古
事
記
⽞
な
ど
を
対
象
と
し
た
、⽝
古
事
記
⽞
の
校
訂
・
訓
法
に
対
す
る
評
価

や
、
或
い
は
そ
こ
か
ら
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
へ
の
影
響
関
係
を
論
じ
た
も
の
が

あ
る

（
⚕
）が

、
そ
れ
以
外
の
真
淵
の
著
作
か
ら
発
掘
せ
ん
と
す
る
試
み
は
ほ
と
ん
ど

な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。⽝
古
事
記
⽞
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
て
き
た
先
行
研

究
を
省
み
、
本
稿
が
注
目
す
る
の
が
、
真
淵
の
⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
研
究
で
あ
る
。

真
淵
ら
江
戸
時
代
中
期
の
国
学
者
が
活
躍
す
る
以
前
、⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
は
ほ

と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し

な
が
ら
、⽛
六
月
晦
大
祓
⽜（
以
下
、
大
祓
祝
詞
）
に
関
し
て
は
、
中
世
以
来
、

神
道
家
た
ち
に
よ
る
研
究
・
注
釈
の
蓄
積
が
あ
り

（
⚖
）、⽛

中
臣
祓
⽜
と
い
う
名
で
神

道
の
経
典
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
き
た
。
そ
う
し
た
立
場
を
離
れ
、
か
つ
、⽝
延
喜

式
⽞祝
詞
の
す
べ
て
に
わ
た
る
注
釈
を
は
じ
め
て
達
成
し
た
の
が
真
淵
で
あ
る
。

延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
頃
に
成
っ
た
⽝
祝
詞
解
⽞
は
、⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
す

べ
て
に
わ
た
る
注
釈
の
嚆
矢
と
し
て
も
、
真
淵
の
初
期
の
祝
詞
研
究
の
成
果
と



― 35 ―

し
て
も
注
目
さ
れ
る

（
⚗
）。

ま
た
、
そ
の
二
十
二
年
後
の
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）、

真
淵
が
七
十
二
歳
の
時
に
成
っ
た
⽝
祝
詞
考

（
⚘
）⽞

は
、
先
の
⽝
祝
詞
解
⽞
を
改
訂
・

発
展
し
た
書
で
あ
り
、
真
淵
の
祝
詞
研
究
、
ひ
い
て
は
長
年
に
わ
た
る
真
淵
の

古
意
・
古
道
探
求
の
成
果
と
し
て
注
目
さ
れ
る

（
⚙
）。

本
稿
で
は
、
真
淵
の
⽝
古
事
記
⽞
受
容
の
実
態
に
つ
い
て
、
従
来
の
研
究
で

は
問
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
、
真
淵
の
⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
の
研
究
か
ら
提
示

を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
道
饗
祭
の
祝
詞
と
、
禊
ぎ
・
祓
い
の
注
釈
の
な
か

に
、
そ
れ
ら
祭
儀
の
起
源
を
語
る
も
の
と
し
て
⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
が
利
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
そ
の
方
法
の
特
徴
や
新
し
さ
を
指
摘
し
た
上
で
、

そ
こ
か
ら
さ
ら
に
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
と
の
関
係
性
に
ま
で
考
察
を
及
ぼ
し
た

い
。

一

道
饗
祭
の
祝
詞
に
対
す
る
注
釈

は
じ
め
に
、
道
饗
祭
の
祝
詞
に
対
す
る
注
釈
を
検
討
す
る
。
道
饗
祭
は
、
古

代
よ
り
祭
祀
を
司
る
氏
族
の
一
で
あ
っ
た
卜
部
氏
が
、
毎
年
六
月
と
十
二
月
に

執
り
行
う
祭
り
で
、⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
に
は
、
次
の
よ
う
な
文
章
が
見
え
る

（
10
）。

高
天
の
原
に
事
始
め
て
、
皇
御
孫
の
命
と
、
称
辞
竟
へ
ま
つ
る
、
大
八
衢

に
ゆ
つ
磐
む
ら
の
如
く
塞
り
ま
す
、
皇
神
等
の
前
に
申
さ
く
、⽛
八
衢
ひ

こ
・
八
衢
ひ
め
・
く
な
と
と
御
名
は
申
し
て
、
辞
竟
へ
ま
つ
ら
く
は
、
根

の
国
・
底
の
国
よ
り
麁
び
疎
び
来
む
物
に
、
相
率
り
相
口
会
ふ
事
な
く
し

て
、
下
よ
り
行
か
ば
下
を
守
り
、
上
よ
り
往
か
ば
上
を
守
り
、
夜
の
守
り

日
の
守
り
に
守
り
ま
つ
り
、
斎
ひ
ま
つ
れ
と
、
進
る
幣
帛
は
、
…
［
四
三

一
～
三
］

道
が
分
か
れ
る
と
こ
ろ
に
、
神
聖
な
岩
々
の
如
く
塞
が
る
ヤ
チ
マ
タ
ヒ
コ
・

ヤ
チ
マ
タ
ヒ
メ
・
ク
ナ
ト
の
三
神
に
対
し
て
、
根
国
・
底
国
よ
り
来
訪
す
る
魔

物
に
追
随
し
た
り
口
を
あ
わ
せ
て
同
意
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
上
下

か
ら
侵
入
を
防
ぎ
、
日
夜
の
守
護
を
行
う
こ
と
を
祈
願
す
る
と
い
っ
た
内
容
で

あ
る
。
こ
れ
に
関
す
る
⽝
祝
詞
解
⽞⽝
祝
詞
考
⽞
の
注
釈
を
見
て
み
よ
う
。

一
⽝
祝
詞
解
⽞

八
衢
比
古
云

云
ノ
男
女
ノ
神
ハ
、
古
事
記
云
、
伊
邪
那
伎
命
、
阿
波
岐
原
而

禊
祓
云

云
、
於
レ
投
二
棄
御
褌
一
所
成
神
名
、
道
役
神
、
コ
レ
ナ
リ
、［
七
・
一

一
四
］

⽝
祝
詞
解
⽞
は
、
チ
マ
タ
の
神
を
⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
道
役
神
（
道
俣
神

（
11
））⽜

に

対
応
さ
せ
る
。⽝
古
事
記
⽞
に
お
い
て
、
こ
の
⽛
道
俣
神
⽜
は
、
黄
泉
国
か
ら
帰

還
し
た
イ
ザ
ナ
キ
が
竺
紫
の
あ
は
き
原
に
到
り
、
身
に
着
け
る
衣
服
を
投
げ
捨

て
た
際
に
、
褌
か
ら
成
っ
た
神
で
あ
る
。
該
当
の
箇
所
を
含
め
、
以
下
の
論
述

に
関
連
す
る
⽝
古
事
記
⽞
の
本
文
を
左
に
示
す

（
12
）。

即
ち
予
母
都
志
許
売
を
遣
し
て
、
追
は
し
め
き
。
爾
く
し
て
、
伊
耶
那
岐

命
、
黒
き
御
縵
を
取
り
て
投
げ
棄
つ
る
に
、
乃
ち
蒲
子
生
り
き
。
是
を
摭

ひ
食
む
間
に
、
逃
げ
行
き
き
。
猶
追
ひ
き
。
亦
、
其
の
右
の
御
み
づ
ら
に

刺
せ
る
湯
津
々
間
櫛
を
引
き
闕
き
て
投
げ
棄
つ
る
に
、
乃
ち
笋
生
り
き
。

是
を
抜
き
食
む
間
に
、
逃
げ
行
き
き
。
且
、
後
に
は
、
其
の
八
く
さ
の
雷

の
神
に
、
千
五
百
の
黄
泉
軍
を
副
へ
て
追
は
し
め
き
。〔
中
略
〕
黄
泉
ひ
ら

坂
の
坂
本
に
到
り
し
時
に
、
其
の
坂
本
に
在
る
桃
子
を
三
箇
取
り
て
待
ち

撃
ち
し
か
ば
、
悉
く
坂
を
返
り
き
。〔
中
略
〕
是
を
以
て
、
伊
耶
那
伎
大
神

の
詔
は
く
、⽛
吾
は
、
い
な
し
こ
め
、
し
こ
め
き
穢
き
国
に
到
り
て
在
り
け
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り
。
故
、
吾
は
、
御
身
の
禊
を
為
む
⽜
と
の
り
た
ま
ひ
て
、
竺
紫
の
日
向

の
橘
の
小
門
の
あ
は
き
原
に
到
り
坐
し
て
、
禊
祓
し
き
。
故
、
投
げ
棄
つ

る
御
杖
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
衝
立
船
戸
神
。
次
に
、
投
げ
棄
つ
る
御
帯

に
成
れ
る
神
の
名
は
、
道
之
長
乳
歯
神
。〔
中
略
〕
次
に
、
投
げ
棄
つ
る
御

褌
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
道
俣
神
。［
四
七
～
五
一
］

ち
な
み
に
、
類
似
の
物
語
が
⽝
書
紀
⽞
第
五
段
一
書
第
六
に
も
あ
る
が
、⽛
道

俣
神
⽜
は
登
場
し
な
い
。

続
い
て
、
ク
ナ
ト
の
神
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
説
明
を
し
て
い
る
の
か
。

久
那
斗
ハ
、
神
代
紀
云
、
同尊

已
至
二
黄
泉
津
平
坂
一
、
故
便
以
二
千
人
所
引

磐
石
一
、
塞
二
其
坂
路
一
云

云
、
因
曰
二
自
レ
此
莫
過
一
、
即
投
二
其
杖
一
、
是
謂
二

岐
神
一
、

岐
神
、
此
云
布

那
斗
能
加
微
、

又
一
書
曰
、
同上

、
是
謂
二
岐
神
一
、
此
本
号
曰
二
来
名
戸
之

祖
神
一
、
コ
レ
ナ
リ
、
語
ハ
、
其
塞
防
ヨ
リ
此
方
ヘ
来
コ
ト
莫
レ
ノ
謂
ニ

テ
、［
七
・
一
一
四
］

⽛
神
代
紀
⽜（⽝
書
紀
⽞
第
五
段
一
書
第
六
）
と
⽛
一
書
⽜（
同
段
一
書
第
九
）
の
記
事
か

ら
⽛
岐
神
⽜（
一
方
で
は
フ
ナ
ト
ノ
カ
ミ
、
も
う
一
方
で
は
ク
ナ
ト
ノ
カ
ミ
と
呼

ば
れ
る
）
を
取
り
出
し
、
道
饗
祭
の
ク
ナ
ト
の
神
と
対
応
さ
せ
て
い
る
。
そ
し

て
、
ク
ナ
ト
の
神
の
名
義
を
⽛
其
塞
防
ヨ
リ
此
方
ヘ
来
コ
ト
莫
レ
⽜
と
解
し
て

い
る
。

こ
こ
で
一
つ
気
に
な
る
の
が
、⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
衝
立
船
戸
神
⽜
が
示
さ
れ
て

い
な
い
点
で
あ
る
。⽝
書
紀
⽞
の
⽛（
岐
神
、
此
云
）
布
那
斗
能
加
微
⽜
と
い
う

注
記
を
引
用
し
な
が
ら
、
な
ぜ
同
音
の
⽛（
衝
立
）
船
戸
神
⽜
を
引
か
な
い
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
端
的
に
、⽝
祝
詞
解
⽞
が
引
用
す
る
⽝
書
紀
⽞
第

五
段
一
書
第
六
・
第
九
に
見
え
る
⽛
岐
神
⽜⽛
来
名
戸
⽜
の
⽛
岐
⽜⽛
来
⽜
の
字

が
、
ク
ナ
ト
の
神
の
名
義
を
説
明
す
る
上
で
有
効
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

⽛
岐
神
⽜
の
⽛
岐
⽜
は
道
の
分
岐
を
意
味
す
る
か
ら
、
そ
こ
を
守
る
神
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、⽛
来
名
戸
⽜
の
⽛
来
⽜
は
⽝
祝
詞
解
⽞
が
⽛
其
塞
防
ヨ
リ

此
方
ヘ
来
コ
ト
莫
レ
⽜
と
す
る
よ
う
に
、
邪
神
の
⽛
来
⽜
訪
を
防
ぐ
と
い
う
、

ク
ナ
ト
の
神
の
名
義
の
理
解
と
も
リ
ン
ク
す
る
。⽛
岐
（
神
）⽜
に
対
す
る
⽝
祝

詞
解
⽞
の
直
接
的
な
説
明
は
な
い
も
の
の
、
道
の
分
岐
を
守
る
神
と
い
う
認
識

が
前
提
と
し
て
あ
り
、
そ
こ
に
い
て
邪
神
の
侵
入
を
防
い
だ
と
い
う
の
が
、
ク

ナ
ト
の
神
に
対
す
る
真
淵
の
理
解
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
衝
立

船
戸
神
⽜
を
引
か
な
い
の
は
、
こ
う
し
た
説
明
の
し
易
さ
故
の
結
果
で
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
が
前
掲
引
用
①
に
い
う
、⽛
日
本
紀
ハ
、
古
語
ニ

漢
字
ヲ
配
シ
、
事
理
委
キ
故
ニ
、
事
ニ
従
テ
先
挙
ル
モ
有
リ
⽜
と
い
う
こ
と
で

も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
て
、
真
淵
は
、
こ
う
し
た
祝
詞
の
神
と
⽝
古
事
記
⽞
や
⽝
書
紀
⽞
の
神
と

の
名
義
上
の
対
応
を
見
た
上
で
、
さ
ら
に
テ
ク
ス
ト
の
内
容
そ
の
も
の
を
も
対

応
さ
せ
て
ゆ
く
。

則
磐
石
ノ
如
ク
塞
ト
云
モ
、
根
国
云

云
ヨ
リ
荒
ヒ
来
ル
モ
ノ
モ
、
彼
黄
泉
ヨ

リ
追
来
ル
雷
醜
女
等
ヲ
暗
ニ
擬
ヘ
、
且
彼
蒲
子
桃
子
等
ヲ
採
噉
フ
モ
、
道

饗
ノ
事
ノ
本
ト
ス
ヘ
シ
、［
七
・
一
一
四
］

本
祝
詞
の
⽛
磐
む
ら
の
如
く
塞
り
ま
す
⽜
と
い
う
の
も
、⽛
根
の
国
・
底
の
国

よ
り
麁
び
疎
び
来
む
物
⽜
と
い
う
の
も
、⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
の
⽛
黄
泉
ヨ
リ
追

来
ル
雷
醜
女
等
ヲ
暗
ニ
擬
⽜
え
て
い
る
と
す
る

（
13
）。

さ
ら
に
、
同
じ
く
⽝
古
事
記
⽞

の
中
で
⽛
雷
（
の
神
）⽜⽛
醜
女
（
志
許
売
）
等
⽜
が
⽛
蒲
子
桃
子
等
ヲ
採
噉
⽜
っ

た
こ
と
が
、⽛
道
饗
（
＝
道
で
饗
応
す
る
）
ノ
事
ノ
本
⽜
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

道
饗
祭
の
祝
詞
と
⽝
古
事
記
⽞
と
が
、
神
名
と
内
容
か
ら
強
固
に
結
び
つ
け
ら
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れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

二
⽝
祝
詞
考
⽞

古
事
記
に
、
伊
邪
那
伎
大
神
、
阿
波
岐
原
に
、
祓
し
給
ひ
し
に
、
於
二
投
棄

御
帯
一
所
成
神
名
、
道
之
長
乳
歯
神
、
又
於
二
投
棄
御
褌
一
所
成
神
名
、
道

役
神
、
と
あ
り
、
そ
の
長
乳
歯
は
、
紀
に
、
長
道
磐
と
書
し
か
ば
、
上
に

い
ふ
磐
村
の
如
く
、
塞
坐
、
い
さ
を
し
ま
す
神
に
て
、
即
こ
ゝ
の
八
衢
比

古
、
八
衢
比
売
を
申
也
、［
七
・
二
八
七
］

⽝
祝
詞
解
⽞
で
は
⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
道
俣
神
⽜
と
対
応
さ
せ
ら
れ
た
チ
マ
タ
の

神
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
同
書
の
⽛
道
之
長
乳
歯
神
⽜
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
論
拠
と
し
て
、⽛
長
乳
歯
⽜が⽝
書
紀
⽞第
五
段
一
書
第
六
で
は⽛
長

道
磐ㅟ

⽜
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
持
ち
だ
し
、
本
祝
詞
の
⽛
大
八
衢
に
ゆ
つ
磐ㅟ

む
ら
の
如
く
塞
り
ま
す
⽜
と
の
対
応
を
示
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
真
淵
は
、

あ
く
ま
で
チ
マ
タ
の
神
＝
⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
道
之
長
乳
歯
神
⽜
説
を
補
強
す
る

資
料
と
し
て
⽝
書
紀
⽞
の
⽛
長
道
磐
⽜
を
扱
っ
て
い
る
。
で
は
、
ク
ナ
ト
の
神

に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

久
那
斗
神
は
、
同
じ
古
事
記
に
、
於
二
投
棄
御
杖
一
所
成
神
名
、
衝
立
船
戸

神
、
と
有
を
、
紀
に
、
一書

投
二
其
杖
一
、
是
謂
二
岐
神
一
、

岐
神
、
此
云

二
布

那
斗
能
加
微

一
、

と
い
ひ
、

又
黄
泉
の
條
に
、
一書

、
投
二
其
杖
一
曰
、
自
レ
此
以
還
、
雷
不
敢
来
、
是
謂
二

岐
神
一
、
此
本
名
、
号
二
来
名
戸
之
祖
神
一
焉
、
又
一書

経
津
主
神
、
以
二
岐

神
一
為
二
郷
導
一
、
周
流
削
平
、
こ
れ
ら
を
合
せ
お
も
ふ
に
、
道
の
関
と
な

る
神
也
、
さ
て
こ
ゝ
は
、
悪
神
を
隔
る
に
と
り
、
か
の
導
と
す
る
は
、
隔

な
か
ら
ん
に
と
る
也
、［
七
・
二
八
七
］

⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
衝
立
船
戸
神
⽜
と
⽝
書
紀
⽞
第
九
段
一
書
第
二
の
記
事
（⽛
又

一
書
⽜
以
下
）
を
加
え
る
点
に
、⽝
祝
詞
解
⽞
か
ら
の
変
容
を
確
か
め
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
が
、⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
衝
立
船
戸
神
⽜
を
最
初

に
掲
げ
、
そ
れ
に
次
い
で
⽝
書
紀
⽞
の
⽛
岐
神
⽜
の
用
例
を
取
り
上
げ
る
態
度

で
あ
る
。

⽝
祝
詞
考
⽞
は
、
ク
ナ
ト
の
神
の
性
格
と
し
て
、⽛
投
二
其
杖
一
曰
、
自
レ
此
以

還
、
雷
不
敢
来
、
是
謂
二
岐
神
一
⽜（⽝
書
紀
⽞
第
五
段
一
書
第
九
）
か
ら
⽛
悪
神
を
隔

る
⽜
こ
と
、⽛
経
津
主
神
、
以
二
岐
神
一
為
二
郷
導
一
、
周
流
削
平
⽜（
同
書
第
九
段
一

書
第
二
）
か
ら
⽛
隔
な
か
ら
ん
⽜
と
す
る
こ
と
を
見
出
す
。
で
あ
れ
ば
、⽝
書
紀
⽞

の
⽛
岐
神
⽜
の
用
例
の
み
で
説
明
は
十
分
に
果
た
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か

し
、⽝
祝
詞
考
⽞
は
⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
衝
立
船
戸
神
⽜
を
最
初
に
掲
げ
て
、
そ
れ

を
補
う
よ
う
に
⽝
書
紀
⽞
の
⽛
岐
神
⽜
の
諸
例
を
引
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

本
稿
⽛
は
じ
め
に
⽜
に
引
用
し
た
⽝
祝
詞
考
⽞
で
の
⽝
古
事
記
⽞
の
位
置
づ
け

と
も
共
鳴
し
、
じ
じ
つ
、
先
ほ
ど
の
チ
マ
タ
の
神
の
説
明
と
も
同
様
の
手
法
で

あ
る
と
言
え
よ
う
。⽝
祝
詞
解
⽞
の
時
点
で
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
⽝
書
紀
⽞
を

優
先
す
る
と
い
う
意
識
が
見
え
た
が
（
前
掲
引
用
①
）、⽝
祝
詞
考
⽞
は
、⽛
古
事
記

は
、
い
と
上
つ
代
の
直
な
る
伝
⽜
で
あ
り
、⽝
書
紀
⽞
は
⽛
か
た
〴
〵
古
事
記
に

は
及
⽜
ば
な
い
と
い
う
表
明
の
と
お
り
（
前
掲
引
用
④
）、⽝
古
事
記
⽞
を
優
先
的
・

積
極
的
に
注
釈
に
取
り
込
ん
で
ゆ
こ
う
と
す
る
、
い
わ
ば
、⽝
古
事
記
⽞
重
視
の

方
針
を
徹
底
し
て
い
る
。
そ
し
て
、⽝
古
事
記
⽞
へ
の
絶
対
視
が
強
ま
る
と
こ
ろ

に
⽝
祝
詞
解
⽞
か
ら
⽝
祝
詞
考
⽞
へ
の
変
化
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、⽝
祝
詞
考
⽞
も
最
後
に
⽝
古
事
記
⽞
と
道
饗
祭
の
祝
詞
と
の
対
応
に
言

及
す
る
。

か
の
黄
泉
よ
り
、
追
来
る
雷
、
醜
女
等
の
如
き
も
の
を
、
塞
は
、
こ
の
神

た
ち
の
、
功
也
、
さ
て
か
の
追
来
り
し
に
、
蒲
子
桃
子
な
ど
を
投
あ
た
へ
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給
ひ
し
も
、
此
道
饗
の
も
と
也
、［
七
・
二
八
七
］

黄
泉
国
か
ら
イ
ザ
ナ
キ
を
追
っ
て
き
た
⽛
雷
、
醜
女
等
⽜
を
防
い
だ
の
を
、

道
饗
三
神
の
功
績
と
捉
え
、⽛
蒲
子
桃
子
な
ど
⽜
を
投
げ
与
え
た
こ
と
を
、
道
饗

（
道
に
饗
す
る
こ
と
）
の
起
源
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
指
摘
は
、
先
に
見
た
神
話
に
登
場
す
る
神
々
と
の
対
応
と
も
相

ま
っ
て
、
道
饗
祭
が
⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
を
背
負
っ
た
祭
祀
と
し
て
、
よ
り
密

接
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
ゆ
く
も
の
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。

道
饗
祭
と
⽝
書
紀
⽞
一
書
の
神
話
と
の
対
応
に
関
し
て
は
、⽝
釈
日
本
紀
⽞
巻

第
六
が
⽝
書
紀
⽞
第
五
段
一
書
第
六
の
⽛
岐
神
⽜
の
項
に
、
本
祭
の
祝
詞
と
神

祇
令
と
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
三
世
紀
末
の
段
階
に
ま
で
遡
る
こ
と
が

で
き
る
。

し
か
し
、
真
淵
は
そ
こ
に
⽝
古
事
記
⽞
と
の
対
応
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

特
に
⽝
祝
詞
考
⽞
に
お
い
て
は
⽝
古
事
記
⽞
と
の
関
係
性
が
よ
り
強
調
さ
れ
る

に
至
る
。
以
後
、
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
は
⽝
祝
詞
考
⽞
の
と
な
え
た
チ
マ
タ
の

神
＝
⽛
道
之
長
乳
歯
神
⽜
説
は
否
定
し
つ
つ
も
、⽝
古
事
記
⽞
の
⽛
道
俣
神
⽜
を

そ
れ
に
対
応
さ
せ
、ク
ナ
ト
の
神
に
関
し
て
は
真
淵
説
を
踏
襲
し
た

（
14
）。

さ
ら
に
、

⽝
古
事
記
⽞
と
律
令
祭
祀
の
対
応
を
説
く
⽛
祭
儀
神
話
論
⽜
の
よ
う
な
研
究
の
立

場
も
、
真
淵
以
来
の
⽝
古
事
記
⽞
の
神
と
道
饗
祭
の
神
の
対
応
を
説
く
伝
統
的

言
説
に
回
収
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

（
15
）。

こ
の
よ
う
な
真
淵
前
後
の
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
直
接
的
・
具
体
的
に
そ
の

対
応
を
説
き
、
な
お
か
つ
⽝
古
事
記
⽞
を
持
ち
出
し
た
点
に
お
い
て
、
真
淵
⽝
祝

詞
考
⽞
の
方
法
は
一
つ
の
画
期
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

二

⼦記
紀
⽜
そ
れ
ぞ
れ
が
語
る
神
話

─
従
来
の
見
方
の
問
題
点

し
か
し
、そ
も
そ
も
真
淵
が
チ
マ
タ
の
神
・
ク
ナ
ト
の
神
と
対
応
さ
せ
た⽛
道

俣
神
⽜
や
⽛
衝
立
船
戸
神
⽜、⽛
道
之
長
乳
歯
神
⽜
は
、⽝
古
事
記
⽞
の
表
現
上
、

道
饗
祭
の
祝
詞
が
語
る
よ
う
な
魔
物
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
に
道
を
塞
ぎ
守
る
神

で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
⽝
書
紀
⽞
第
五
段
一
書
第
六
に
お
い
て
は
、
イ

ザ
ナ
キ
が
黄
泉
平
坂
を
⽛
千
引
所
引
の
盤
石
⽜
で
塞
ぎ
、
イ
ザ
ナ
ミ
と
の
最
後

の
や
り
と
り
を
終
え
た
あ
と
に
、

因
り
て
曰
は
く
、⽛
此
よ
り
な
過
ぎ
そ
⽜
と
の
た
ま
ひ
て
、
即
ち
其
の
杖
を

投
げ
た
ま
ふ
。
是
を
岐
神
と
謂
す
。
又
其
の
帯
を
投
げ
た
ま
ふ
。
是
を
長

道
磐
神
と
謂
す
。
又
其
の
衣
を
投
げ
た
ま
ふ
。
是
を
煩
神
と
謂
す
。
又
其

の
褌
を
投
げ
た
ま
ふ
。
是
を
開
囓
神
と
謂
す
。
又
其
の
履
を
投
げ
た
ま

ふ
。
是
を
道
敷
神
と
謂
す
。〔
中
略
〕
伊
奘
諾
尊
、
既
に
還
り
て
、
乃
ち
追

ひ
て
悔
い
て
曰
は
く
、
吾
前
に
不
須
也
凶
目
き
汚
穢
き
処
に
到
る
。
故
、

吾
が
身
の
濁
穢
を
滌
ひ
去
て
む
⽜
と
の
た
ま
ひ
て
、
則
ち
往
き
て
筑
紫
の

日
向
の
小
戸
の
橘
の
檍
原
に
至
り
ま
し
て
、
祓
ぎ
除
へ
た
ま
ふ
。［
一
・
四

六
］

と
、
邪
悪
な
も
の
の
侵
入
を
防
が
ん
と
し
て
着
物
を
投
げ
捨
て
た
こ
と
が
記
さ

れ
る

（
16
）か

ら
、
そ
こ
か
ら
成
っ
た
神
に
魔
物
の
侵
入
を
防
ぐ
性
格
を
見
る
こ
と
は

で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、⽝
古
事
記
⽞
は
ど
う
か
。

是
を
以
て
、
伊
耶
那
伎
大
神
の
詔
は
く
、⽛
吾
は
、
い
な
し
こ
め
、
し
こ
め

き
穢
き
国
に
到
り
て
在
り
け
り
。
故
、
吾
は
、
御
身
の
禊
を
為
む
⽜
と
の

り
た
ま
ひ
て
、
竺
紫
の
日
向
の
橘
の
小
門
の
あ
は
き
原
に
到
り
坐
し
て
、
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禊
祓
し
き
。
故
、
投
げ
棄
つ
る
御
杖
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
衝
立
船
戸
神
。

次
に
、
投
げ
棄
つ
る
御
帯
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
道
之
長
乳
歯
神
。
次
に
、

投
げ
棄
つ
る
御
囊
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
時
量
師
神
。
次
に
投
げ
棄
つ
る

御
衣
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
和
豆
良
比
能
宇
斯
能
神
。
次
に
、
投
げ
棄
つ

る
御
褌
に
成
れ
る
神
の
名
は
、
道
俣
神
。
…
［
四
九
～
五
一
］

黄
泉
国
か
ら
帰
還
を
果
た
し
た
イ
ザ
ナ
キ
が
禊
ぎ
を
し
よ
う
と
日
向
の
あ
は

き
原
に
向
か
い
、
禊
ぎ
を
行
う
前
に
投
げ
捨
て
た
衣
服
か
ら
⽛
衝
立
船
戸
神
⽜

や
⽛
道
俣
神
⽜
な
ど
が
成
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。⽝
古
事
記
⽞
と
⽝
書
紀
⽞

第
五
段
一
書
第
六
の
語
る
黄
泉
国
を
め
ぐ
る
神
話
と
で
は
、
着
物
を
投
げ
捨
て

た
こ
と
と
、
日
向
の
あ
は
き
原
へ
向
か
っ
た
こ
と
の
順
序
が
逆
に
描
か
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
⽝
古
事
記
⽞
の
文
脈
か
ら
し
て
、
こ
れ
ら
の
神
に
道
饗
祭
の
祝

詞
や
⽝
書
紀
⽞
が
語
る
よ
う
な
、
魔
物
を
防
ぐ
と
い
っ
た
性
格
は
前
面
に
出
て

こ
な
い
。
ま
た
、
神
名
に
し
て
も
、⽛
長
乳
⽜
は
長
道
、⽛
道
俣
⽜
は
道
の
分
岐

の
意
で
あ
り
、
道
に
関
わ
る
神
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
魔
物
を
防
ぐ

と
い
う
性
格
は
認
め
難
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
を
省
み
ず
、
真
淵

に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
に
継
承
さ
れ
た
⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞

と
⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
と
の
結
び
つ
き
を
受
容
し
て
成
り
立
っ
た
の
が
、
現
代

の
祭
儀
神
話
論
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う

（
17
）。

三

真
淵
に
お
け
る
禊
ぎ
と
祓
い
の
位
置
づ
け

（
大
祓
祝
詞
注
釈
）

次
に
、
大
祓
祝
詞
と
関
連
し
て
取
り
あ
げ
ら
れ
た
、
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ
、
そ

し
て
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
祓
い
の
場
面
に
対
す
る
真
淵
の
注
釈
を
検
討
す
る
。

ま
ず
は
、⽝
古
事
記
⽞
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
神
話
を
掲
げ
、
そ
の
内
容
を
確
認

す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

Ａ

イ
ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ

是
を
以
て
、
伊
耶
那
伎
大
神
の
詔
は
く
、⽛
吾
は
、
い
な
し
こ
め
、
し
こ
め

き
穢
き
国
に
到
り
て
在
り
け
り
。
故
、
吾
は
、
御
身
の
禊
を
為
む
⽜
と
の

り
た
ま
ひ
て
、
竺
紫
の
日
向
の
橘
の
小
門
の
あ
は
き
原
に
到
り
坐
し
て
、

禊
祓
し
き
。［
四
九
］

Ｂ

ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
祓
い

是
に
、
八
百
万
の
神
、
共
に
議
り
て
、
速
須
佐
之
男
命
に
千
位
の
置
戸
を

負
ほ
せ
、
亦
、
鬢
と
手
足
の
爪
と
を
切
り
、
祓
へ
し
め
て
、
神
や
ら
ひ
や

ら
ひ
き
。［
六
七
］

Ａ
は
、
黄
泉
国
よ
り
帰
還
し
た
イ
ザ
ナ
キ
が
、
付
着
し
た
穢
れ
を
清
め
よ
う

と
、
日
向
の
あ
は
き
原
へ
向
い
、
禊
ぎ
を
し
た
場
面
で
あ
る
。
穢
れ
の
清
浄
を

目
的
と
す
る
こ
と
や
水
に
よ
っ
て
洗
い
清
め
る
イ
ザ
ナ
キ
の
行
為
が
禊
ぎ
の
基

本
的
な
方
法
を
示
し
、
ま
た
、
そ
の
起
源
を
物
語
っ
て
い
る

（
18
）。

Ｂ
は
、
天
上
で
罪
を
犯
す
の
み
な
ら
ず
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
石
屋
ご
も
り
を
招

き
、
世
界
の
秩
序
を
乱
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
し
、
八
百
万
神
が
⽛
千
位
の
置
戸
⽜

（
た
く
さ
ん
の
祓
物
）
を
負
わ
せ
、
さ
ら
に
⽛
鬚
と
手
足
の
爪
と
を
切
⽜
る
な
ど

徹
底
的
に
罪
を
償
わ
せ
、
高
天
原
か
ら
追
放
し
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
こ
に
祓

い
の
基
本
的
な
か
た
ち
と
禊
ぎ
と
の
差
異

─
本
来
祓
い
と
は
、
犯
し
た
罪

を
償
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
て
、
そ
こ
に
穢
れ
を
清
め
る
こ
と
が
含
ま
れ
な

い
。
ま
た
、
禊
ぎ
が
自
発
的
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、
祓
い
が
他
か
ら
科
せ
ら

れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
祓
物
の
科
料
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
19
）。

こ
の
よ
う
に
、
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ
と
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
祓
い
の
神
話
が
、
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二
つ
の
儀
礼
の
起
源
を
語
り
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
話
か
ら
儀
礼
の
性
格
を

見
出
せ
る
わ
け
だ
が
、
宣
長
は
⽝
古
事
記
伝
⽞
の
な
か
で
、
次
の
よ
う
な
考
え

方
を
示
し
て
い
る
。

負
二
千
位
置
戸
一
、
こ
れ
解
除
を
科
す
る
を
云
、
即
書
紀
に
、
科
二
千
座
置

戸
之
解
除
一
と
あ
り
、
凡
そ
波
良
比
に
二
あ
り
、
其
一
は
、
伊
邪
那
岐
大
神

の
阿
波
岐
原
の
禊
祓
の
如
し
、
一
は
此
の
解
除
の
如
し
、〔
中
略
〕
か
ゝ
れ

ば
、
其
事
も
意
も
二
別
な
る
に
似
た
れ
ど
、
本
は
一
な
り
、［
九
・
三
八
三
］

宣
長
は
、
黄
泉
国
か
ら
帰
還
し
た
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ
と
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る

祓
い
を
同
一
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
禊
ぎ
と
祓
い
を
⽛
本
は
一
⽜
つ
と
す
る

考
え
方
は
、⽛
罪
犯
も
穢
も
同
じ
⽜［
九
・
三
八
三
］
と
す
る
よ
う
な
、
祓
い
清
め
る

対
象
を
相
通
の
概
念
と
し
て
捉
え
る
前
提
が
支
え
て
い
る
。

で
は
、
真
淵
の
禊
ぎ
・
祓
い
に
対
す
る
理
解
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

だ
ろ
う
か
、
以
下
に
見
て
ゆ
こ
う
。

一
⽝
祝
詞
解
⽞

凡
祓
ヲ
為
事
ハ
、
神
代
紀
所
謂
伊
弉
諾
尊
、
黄
泉
ニ
入
テ
穢
タ
ル
ヲ
、
檍

原
ニ
テ
祓
除
シ
給
ヘ
ル
ヲ
始
ト
ス
、
故
ニ
穢
タ
ル
身
ヲ
濯
キ
清
ム
ル
義
ニ

テ
、
美
曽
伎
ト
云
也
、
サ
テ
過
テ
枉
レ
ル
心
ヲ
祓
テ
直
ク
ス
ル
コ
ト
モ
、

右
ノ
檍
原
ノ
條
ニ
見
エ
、且
往
古
人
ハ
質
ナ
レ
ハ
、刑
罰
モ
亦
軽
シ
、［
七
・

七
九
］

⽝
祝
詞
解
⽞
は
、
イ
ザ
ナ
キ
が
あ
は
き
原
で
黄
泉
の
穢
れ
を
⽛
祓
除
⽜
し
た
こ

と
を
祓
い
の
始
原
と
し
、
穢
れ
た
身
を
濯
ぎ
清
め
る
意
味
で
こ
の
行
為
を
⽛
美

曽
伎
（
ミ
ソ
ギ
）⽜
と
言
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
⽛
祓
除
⽜
に
対
す
る
⽛
美
曽
伎
⽜

と
い
う
訓
は
、⽝
日
本
書
紀
私
記
（
乙
本
）⽞（
以
下
⽝
私
記
乙
本
⽞）
の
こ
の
箇

所
に
⽛
祓
除

美
曽
岐
須
⽜
と
あ
る

（
20
）の

を
参
考
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
に
絡
め
て
、⽝
古
事
記
⽞
で
は
な
く
⽛
神
代
紀
⽜（⽝
書
紀
⽞
第
五
段
一
書
第
六
）

が
引
用
さ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
る
と
、⽝
書
紀
⽞
に
は
⽛
祓
除
⽜
と

表
記
さ
れ
、⽝
私
記
乙
本
⽞
に
よ
っ
て
⽛
美
曽
伎
（
ミ
ソ
ギ
）⽜
と
い
う
訓
が
提

示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。⽝
古
事
記
⽞
の
当
箇
所
に

は
⽛
禊
⽜
や
⽛
禊
祓
⽜
と
表
記
さ
れ
、⽛
禊
⽜
そ
れ
自
体
に
⽛
ミ
ソ
ギ
⽜
と
い
う

訓
が
あ
り
、
水
で
洗
い
清
め
る
意
が
あ
る
か
ら
、
祓
い
と
し
て
ミ
ソ
ギ
を
捉
え

る
に
は
⽛
禊
⽜
の
字
が
障
碍
と
な
る
。
そ
こ
で
、
ミ
ソ
ギ
を
⽛
祓
除
⽜
と
書
く

（⽝
私
記
乙
本
⽞
に
よ
っ
て
⽛
美
曽
伎
⽜
の
訓
が
示
さ
れ
る
）⽝
書
紀
⽞
の
方
が
⽝
古

事
記
⽞
よ
り
説
明
し
易
か
っ
た
た
め
に
、
こ
の
よ
う
な
方
法
を
と
っ
た
の
で
は

な
い
か

（
21
）。

こ
こ
か
ら
、
真
淵
に
お
い
て
も
、
禊
ぎ
と
祓
い
を
同
一
視
す
る
理
解

が
強
固
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

其
次
ハ
犯
ア
レ
ハ
、
其
軽
重
ニ
従
テ
、
或
ハ
戮
、
或
放
逐
シ
、
而
後
莫
ラ

シ
メ
ン
ノ
祓
ヲ
為
、
且
ハ
懲
メ
ニ
贖
物
ヲ
徴
リ
テ
、
祓
具
ト
シ
テ
修
ス
ル

也
、
素
盞
烏
尊
ノ
罪
ヲ
徴
レ
ル
ヲ
始
ト
シ
テ
、
此
等
ノ
二
事
ヲ
合
テ
、
後

来
ノ
祓
ノ
法
ヲ
為
セ
リ
ト
見
エ
タ
リ
、異

朝
ニ
ハ
、
此
事
舜
ノ
時
始

ト
、
尚
書
ニ
見
エ
タ
リ
、

［
七
・
七
九
～
八
〇
］

し
か
し
、
そ
の
⽛
次
ハ
⽜
─
往
古
人
は
質
朴
で
あ
っ
た
の
で
、
犯
し
た
罪

に
対
す
る
刑
罰
も
軽
か
っ
た
（
禊
ぎ
で
済
ん
だ
）
が
、
時
が
進
む
と

─
犯
罪

が
あ
っ
た
場
合
に
、
そ
の
軽
重
に
従
っ
て
、
或
い
は
死
刑
に
処
し
、
或
い
は
追

放
し
て
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
再
び
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
祓
い
を
し
、
ま
た
、

⽛
贖
物
⽜
を
徴
収
し
て
⽛
祓
具
⽜
と
し
て
修
め
た
の
だ
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
が
ス
サ
ノ
ヲ
の
罪
に
対
す
る
祓
い
を
始
原
と
し
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
と

（
死
刑
・
放
逐
な
ど
の
刑
罰
と
⽛
贖
物
⽜
の
徴
収
）
を
あ
わ
せ
て
、
後
の
祓
い
の

法
を
な
す
と
、
真
淵
は
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。
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そ
し
て
、⽝
祝
詞
解
⽞
は
最
後
に
そ
れ
ら
儀
礼
の
功
徳
を
語
る
。

已
伊
弉
諾
尊
ハ
、
自
払
濯
シ
、
穢
物
ヲ
棄
テ
、
遂
ニ
善
神
ヲ
生
給
ヒ
、
素

盞
嗚
尊
ハ
、
贖
物
ヲ
徴
リ
、
放
逐
セ
ラ
レ
テ
、
後
善
神
ト
ナ
リ
給
ヘ
ル
、

是
祓
ノ
大
本
ニ
テ
、
仮
令
ハ
沐
浴
更
衣
ス
レ
ハ
、
心
神
シ
モ
清
ク
ナ
ル
ガ

如
ナ
リ
、［
七
・
八
〇
］

イ
ザ
ナ
キ
は
、
身
を
濯
い
で
穢
れ
た
衣
服
を
棄
て
た
こ
と
で
⽛
善
神
⽜
を
生

ん
だ
の
で
あ
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
八
百
万
神
に
よ
っ
て
⽛
贖
物
⽜
を
徴
収
さ
れ
、

放
逐
さ
れ
た
こ
と
で
⽛
善
神
⽜
と
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
真
淵
は
⽛
悪
⽜

を
明
言
し
な
い
が
、⽛
祓
ノ
大
本
⽜
と
は
、
悪
か
ら
善
の
転
換
を
指
す
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

二
⽝
祝
詞
考
⽞

祓
ち
ふ
事
は
、
古
事
記
に
、
伊
邪
那
伎
命
の
、
黄
泉
に
到
ま
し
て
、
穢
給

へ
る
を
、
清
め
給
は
む
と
て
、
筑
紫
国
の
、
橘
の
小
門
に
し
て
、
大
御
身

に
着
ま
し
ゝ
物
を
、
ぬ
ぎ
捨
給
ふ
を
い
ふ
、
穢
を
払
ひ
や
ら
ふ
よ
し
也
、

次
に
海
潮
に
浸
て
、
大
御
身
を
滌
給
ふ
、
是
を
身
滌
と
い
ふ
、
身
の
穢
を
、

あ
ら
ひ
そ
ゝ
ぐ
よ
し
也
、こ
の
ふ
た
つ
ぞ
、祓
み
そ
ぎ
の
も
と
な
る
、［
七
・

二
五
七
］

⽝
祝
詞
考
⽞
に
は
、⽝
祝
詞
解
⽞
か
ら
の
い
く
つ
か
の
変
容
を
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
こ
の
段
落
に
見
え
る
差
異
は
次
の
二
点
で
あ
る
。

一
つ
目
は
、
祓
い
の
起
源
を
語
る
も
の
と
し
て
⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

先
に
見
た
⽝
祝
詞
解
⽞
で
は
、
祓
い
と
し
て
ミ
ソ
ギ
を
捉
え
る
理
解
の
た
め

に
は
、
ミ
ソ
ギ
を
⽛
祓
除
⽜
と
書
く
（⽝
私
記
乙
本
⽞
に
よ
っ
て
⽛
美
曽
伎
⽜
の

訓
が
示
さ
れ
る
）⽝
書
紀
⽞
の
方
が
説
明
し
易
く
、
そ
の
た
め
に
真
淵
が
⽝
書
紀
⽞

を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、⽝
祝
詞
考
⽞は⽝
古
事
記
⽞

に
置
き
換
え
て
説
明
を
試
み
る
。
第
一
節
で
も
⽝
祝
詞
考
⽞
に
お
け
る
⽝
古
事

記
⽞
重
視
の
方
針
が
徹
底
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
こ
に
も
そ
う

し
た
真
淵
の
意
識
を
認
め
ら
れ
よ
う
。

二
つ
目
は
、イ
ザ
ナ
キ
の
行
為
が
二
段
階
に
分
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

穢
れ
を
負
っ
た
衣
服
を
脱
ぎ
捨
て
る
行
為
を
第
一
の
段
階
と
し（
傍
線
部
）、⽛
海

潮
⽜
に
浸
か
っ
て
身
体
の
穢
れ
を
濯
ぐ
⽛
身
滌
⽜
を
第
二
の
段
階
と
し
て
い
る

（
二
重
線
部
）。
特
に
傍
線
部
は
、
イ
ザ
ナ
キ
が
衣
服
を
投
げ
棄
て
る
行
為
を
あ

は
き
原
に
来
訪
の
直
後
に
語
る
⽝
古
事
記
⽞
の
表
現
か
ら
得
ら
れ
た
理
解
と
思

わ
れ
る
。

続
い
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
祓
い
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

又
須
佐
能
男
命
、
悪
事
転
あ
る
に
よ
り
て
、
贖
物
を
、
せ
め
出
さ
せ
奉
り

て
、
祓
つ
物
と
し
て
、
逐
給
へ
り
、
上
の
御
自
物
を
捨
給
ひ
、
他
よ
り
責

て
、
も
の
を
出
さ
す
る
も
、
事
の
意
ひ
と
し
け
れ
ば
、
こ
の
二
大
御
神
の

御
わ
ざ
を
合
て
、
祓
み
そ
ぎ
の
法
と
し
て
、
人
の
代
に
も
行
へ
り
、［
七
・

二
五
七
］

ス
サ
ノ
ヲ
が
⽛
贖
物
⽜
を
責
め
出
さ
れ
、
追
放
さ
れ
た
こ
と
を
取
り
上
げ
る

こ
と
は
⽝
祝
詞
解
⽞
と
同
じ
だ
が
、
イ
ザ
ナ
キ
が
自
ら
物
を
捨
て
た
こ
と
も
、

ス
サ
ノ
ヲ
が
他
よ
り
責
め
ら
れ
物
を
出
し
た
こ
と
も
、⽛
事
の
意
ひ
と
し
⽜
い
も

の
で
あ
る
と
明
確
に
言
及
す
る
点
は
⽝
祝
詞
解
⽞
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

⽝
祝
詞
考
⽞
の
イ
ザ
ナ
キ
の
祓ㅟ

いㅟ

（
＝
衣
服
を
捨
て
る
こ
と
）
は
、
穢
れ
を
除
去

す
る
こ
と
に
そ
の
目
的
が
お
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
祓
い

と
同
じ
と
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
言
し
な
い
だ
け
で
、
宣
長
同
様
、
穢
れ
＝
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罪
の
意
識
が
真
淵
の
中
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

さ
て
、⽝
祝
詞
考
⽞
に
お
い
て
も
禊
ぎ
・
祓
い
の
功
徳
が
最
後
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。そ

の
伊
邪
那
伎
命
は
、
祓
身
滌
を
し
ま
し
て
、
遂
に
貴
き
大
御
神
た
ち
を

生
給
ひ
、
須
佐
能
男
命
は
、
贖
物
を
出
し
、
御
身
を
逐
は
れ
ま
し
て
後
ぞ
、

清
き
神
み
心
と
成
給
ひ
つ
、
此
御
わ
ざ
の
、
大
な
る
功
あ
る
事
を
知
る
べ

し
、
か
ゝ
れ
ば
右
の
三
つ
の
事
を
、
行
ふ
よ
し
な
る
を
、
後
に
は
、
中
の

祓
ひ
と
つ
を
い
ひ
て
、
そ
の
事
を
し
ら
す
る
の
み
、
仍
て
紀
に
も
、
式
に

も
、
祓
と
の
み
書
つ
、［
七
・
二
五
七
］

⽝
祝
詞
解
⽞
に
は
⽛
善
神
⽜
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
⽛
貴
き
大
御
神

た
ち
⽜、⽛
清
き
神
み
心
⽜
へ
と
変
化
し
て
い
る
。
こ
れ
も
⽝
古
事
記
⽞
を
意
識

し
た
変
容
と
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、
前
者
は
⽝
古
事
記
⽞

に
⽛
吾
は
、
子
を
生
み
生
み
て
、
生
み
の
終
へ
に
三
は
し
ら
の
貴
き
子
を
得
た

り
⽜［
五
三
］
と
あ
る
の
と
対
応
し
、
後
者
は
、⽝
古
事
記
⽞
の
流
れ
に
沿
っ
て
読

め
ば
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
出
雲
国
の
須
賀
と
い
う
地
に
到
っ
た
時
に
⽛
我
が
御
心
、

す
が
す
が
し
⽜［
七
三
］
と
発
言
し
た
こ
と
に
対
応
す
る
よ
う
に
思
え
る
。
い
ず

れ
に
せ
よ
、⽝
古
事
記
⽞
の
禊
ぎ
・
祓
い
の
起
源
神
話
を
利
用
す
る
と
こ
ろ
に
、

⽝
祝
詞
解
⽞
か
ら
⽝
祝
詞
考
⽞
へ
の
変
化
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

真
淵
が
主
張
す
る
禊
ぎ
・
祓
い
の
功
徳
、
す
な
わ
ち
、
悪
か
ら
善
へ
の
転
換

自
体
は
、
真
淵
に
至
る
ま
で
に
も
、
既
に
⽝
書
紀
⽞
の
神
話
か
ら
見
出
さ
れ
る

も
の
で
あ
っ
た

（
22
）。

し
か
し
、⽝
祝
詞
考
⽞
は
⽝
古
事
記
⽞
の
禊
ぎ
・
祓
い
の
起
源

神
話
か
ら
、
そ
の
効
験
と
し
て
貴
神
の
出
生
・
ス
サ
ノ
ヲ
の
清
心
を
指
摘
す
る
。

こ
の
こ
と
は
、
本
稿
が
真
淵
の
⽝
古
事
記
⽞
受
容
の
実
態
、
そ
し
て
、
宣
長
⽝
古

事
記
伝
⽞
と
の
関
係
性
を
問
う
以
上
、
見
逃
す
こ
と
は
で
き
ま
い
。

宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
に
お
い
て
も
、
黄
泉
の
穢
れ
と
禊
ぎ
・
祓
い
を
通
じ
た

善
悪
の
転
換

─
⽛
吉
善
事
凶
悪
事
つ
ぎ
〳
〵
に
移
り
も
て
ゆ
く
理
⽜［
九
・
二

九
四
］
は
、⽝
古
事
記
⽞
の
神
代
の
物
語
を
読
み
解
く
上
で
の
重
要
な
鍵
で
あ
っ

た
。
そ
れ
に
つ
い
て
、
真
淵
の
方
法
と
の
関
わ
り
を
念
頭
に
、
最
後
に
確
認
し

た
い
。

四

真
淵
か
ら
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
へ

─
⽝
古
事
記
⽞
受
容
の
継
承
と
発
展

宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
は
、
ど
の
よ
う
に
禊
ぎ
・
祓
い
を
⽝
古
事
記
⽞
の
神
話

の
な
か
に
位
置
づ
け
て
ゆ
く
の
か
。
次
の
引
用
は
、
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ
が
⽝
古

事
記
⽞
の
神
代
の
物
語
に
お
い
て
、⽛
吉
善
事
凶
悪
事
⽜
の
転
換
と
密
接
に
関
わ

る
こ
と
を
、⽝
古
事
記
伝
⽞
が
端
的
に
表
明
し
た
箇
所
で
あ
る

（
23
）。

其
は
ま
づ
美
斗
能
麻
具
波
比
あ
り
て
よ
り
、国
々
神
々
を
生
坐
る
ま
で
は
、

皆
吉
善
な
る
を
、
火
神
の
生
坐
る
に
因
て
、
御
母
神
の
神
避
坐
し
し
は
、

世
の
凶
悪
事
の
始
な
り
、
か
く
て
黄
泉
国
は
、
か
く
凶
悪
に
因
て
女
神
の

移
り
往
て
、
永
く
止
坐
国
な
る
が
故
に
、
世
間
の
凶
悪
の
帰
止
る
処
に
し

て
、
又
世
間
の
凶
悪
の
出
来
る
処
な
り
、
さ
て
男
神
も
、
彼
国
に
追
往
て
、

す
ゞ
ろ
に
凶
悪
に
触
た
ま
へ
る
は
、
世
間
な
べ
て
凶
悪
に
な
れ
る
な
り
、

さ
れ
ど
男
神
は
、
遠
く
顕
国
に
還
坐
て
、
御
禊
し
た
ま
ふ
、
其
時
に
先
禍

津
日
神
の
成
出
坐
る
は
、
全
彼
黄
泉
国
の
穢
悪
に
因
れ
る
を
、
其
穢
悪
を

祓
ひ
清
め
直
し
て
、
此
三
柱
貴
御
子
神
の
成
出
坐
て
、
つ
ひ
に
天
照
大
御

神
の
、
高
天
原
を
所
知
看
す
は
、
又
全
吉
善
に
復
れ
る
に
て
、
こ
れ
ぞ
此

世
間
の
あ
る
べ
き
趣
な
り
け
る
、［
九
・
二
九
四
～
五
］

宣
長
が
、
イ
ザ
ナ
キ
の
帰
還
と
と
も
に
地
上
世
界
へ
も
た
ら
さ
れ
た
穢
れ
＝
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負
の
要
因
を
、
正
の
価
値
へ
と
転
換
す
る
行
為
と
し
て
禊
ぎ
を
位
置
づ
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

⽝
古
事
記
⽞
に
お
い
て
、
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ
が
黄
泉
の
穢
れ
を
払
い
落
と
す
た

め
の
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
イ
ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ
は
、
最
後
に
三

貴
子
を
得
て
穢
れ
が
消
え
た
こ
と
を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
出
来
事
と
し
て
は
完

結
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
宣
長
は
、

目
に
見
た
る
穢
は
、
浅
く
て
な
ご
り
な
き
故
に
、
其
よ
り
成
坐
る
月
日
の

大
神
は
、
善
神
に
坐
ま
す
を
、
鼻
に
嗅
悪
臭
気
は
、
深
く
て
其
な
ご
り
亡

が
た
き
故
に
、
須
佐
之
男
命
は
悪
神
な
り
、［
九
・
二
八
六
］

ス
サ
ノ
ヲ
に
黄
泉
国
の
穢
れ
を
残
留
さ
せ
る
こ
と
で
、禊
ぎ
を
完
結
さ
せ
な
い
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
ひ
き
つ
づ
く
負
か
ら
正
へ
の
転
換
の
物
語
と
し
て
読
む
こ
と

の
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

そ
の
証
拠
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
高
天
原
で
乱
行
を
犯
し
た
こ
と
で
ア
マ
テ
ラ
ス

が
石
屋
に
こ
も
り
、
世
界
に
無
秩
序
と
混
沌
が
も
た
ら
さ
れ
た
場
面
を
、
宣
長

は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

抑
か
ゝ
る
妖
の
又
し
も
発
る
は
、
黄
泉
の
穢
の
な
ご
り
に
依
る
須
佐
之
男

命
の
荒
び
坐
て
、
御
禊
し
て
清
明
き
に
成
坐
る
天
照
大
御
神
の
隠
坐
故
な

り
、［
九
・
三
五
二
］

黄
泉
国
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
⽛
穢
の
な
ご
り
⽜
に
よ
っ
て
ス
サ
ノ
ヲ
が
暴
れ

た
こ
と
と
、禊
ぎ
の
功
徳
に
よ
っ
て⽛
清
明
き
に
成
坐
る
⽜ア
マ
テ
ラ
ス
が
隠
っ

て
し
ま
っ
た
こ
と
の
二
点
を
、
そ
の
要
因
と
す
る
。

ま
た
、
宣
長
は
、⽝
古
事
記
⽞
の
表
現
上
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
罪
に
対
す
る
も
の
で

あ
っ
た
八
百
万
神
に
よ
る
⽛
神
や
ら
ひ
⽜
の
行
為
を
も
、
黄
泉
国
の
穢
れ
に
対

す
る
祓
い
と
し
て
読
み
込
む
。
そ
の
際
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
乱
行
の
直
前
の
ア
マ
テ

ラ
ス
と
ス
サ
ノ
ヲ
の
⽛
う
け
ひ
⽜
に
よ
る
清
明
心
の
証
明
を
認
め
る
宣
長
は
、

⽝
古
事
記
⽞
の
文
脈
そ
の
も
の
に
メ
ス
を
入
れ
、
本
来
⽛
う
け
ひ
⽜
は
、
ス
サ
ノ

ヲ
追
放
の
後
に
来
る
も
の
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る

（
24
）。

こ
う
す
る
こ
と
で
、
前
記

の
理
由
に
よ
っ
て
乱
行
を
犯
し
た
ス
サ
ノ
ヲ
が
、
八
百
万
神
に
よ
っ
て
祓
わ
れ

た
後
、⽛
う
け
ひ
⽜
に
よ
り
清
明
心
が
証
明
さ
れ
た
、
と
い
う
神
話
の
再
語
り
を

可
能
に
す
る
。
八
百
万
神
に
よ
る
ス
サ
ノ
ヲ
追
放
は
、
そ
の
じ
つ
、
穢
れ
を
祓

う
た
め
の
行
為
と
さ
れ
、
そ
の
背
後
に
は
⽛
罪
犯
を
解
除
る
も
、
穢
汚
を
清
む

る
禊
と
全
同
じ
⽜［
九
・
三
八
三
］
と
す
る
よ
う
な
、
禊
ぎ
＝
祓
い
の
ロ
ジ
ッ
ク
の

展
開
が
認
め
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
の
織
り
な
す
穢
れ
・
祓
い
を
め
ぐ
る
神
話
に

は
、⽝
古
事
記
⽞
の
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
の
試
練
譚
に
大
祓
祝
詞
が
重
ね
合
わ
さ
れ
て

ゆ
く
と
い
う
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
側
面
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
は
、
異
母
兄
弟
の
ヤ
ソ
ガ
ミ
た
ち
に
よ
る
迫
害
を
受
け
、
根

之
堅
州
国
の
ス
サ
ノ
ヲ
の
も
と
に
逃
れ
、
助
け
を
求
め
る
。
そ
こ
で
様
々
な
試

練
を
乗
り
越
え
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
娘
ス
セ
リ
ビ
メ
を
妻
と
す
る
。
生
太
刀
・
生
弓

矢
を
獲
得
し
て
帰
還
し
た
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
は
、
兄
弟
神
た
ち
を
追
い
払
い
、
ス

サ
ノ
ヲ
に
よ
っ
て
オ
ホ
ク
ニ
ヌ
シ
と
呼
ば
れ
る
存
在
へ
と
成
長
す
る
。
こ
の
物

語
を
⽝
古
事
記
伝
⽞
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

又
祓
除
に
合
せ
て
説
べ
き
由
あ
り
、
大
祓
詞
に
、
根
国
底
之
国
尓
坐
、
速

佐
須
良
比
咩
登
云
神
、
持
佐
須
良
比
失
弖
牟
と
あ
る
は
、
即
此
比
売
神
に

し
て
、
須
勢
理
は
佐
須
良
比
な
る
べ
し
、【
須
勢
と
佐
須
と
通
ひ
、
良
比
を

切
れ
ば
理
な
り
、】
根
国
に
坐
と
云
る
、
よ
く
叶
へ
り
、
さ
て
大
穴
牟
遅
神

の
、
種
種
八
十
神
の
難
に
逢
給
ふ
は
、
遠
祖
須
佐
之
男
命
に
帰
れ
る
、
黄

泉
の
汚
穢
の
、
既
に
尽
訖
ぬ
る
上
に
も
、
な
ご
り
の
猶
有
な
り
、
然
る
を
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今
此
処
に
遁
来
坐
て
、
此
比
売
神
の
議
ひ
に
頼
て
、
彼
難
を
免
れ
、
大
な

る
利
を
得
て
、
遂
に
功
績
を
立
給
へ
る
は
、
即
此
比
売
神
の
、
彼
罪
科
を
、

持
さ
す
ら
ひ
失
ひ
賜
へ
る
物
ぞ
か
し
、［
九
・
四
四
五
～
六
］

宣
長
は
、
大
祓
祝
詞
に
引
き
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
が
迫
害
を

受
け
た
こ
と
を
、
遠
祖
ス
サ
ノ
ヲ
に
宿
る
黄
泉
の
穢
れ
の
名
残
に
求
め
、
根
之

堅
州
国
で
ス
セ
リ
ビ
メ
の
助
力
を
得
て
試
練
を
乗
り
越
え
た
こ
と
を
、
こ
の
女

神
が
そ
の
穢
れ
を
持
ち
さ
す
ら
い
失
っ
た
か
ら
と
理
解
す
る
。

そ
し
て
、
こ
の
読
解
を
保
証
す
る
の
が
、⽝
古
事
記
⽞
の
ス
セ
リ
ビ
メ
と
、
大

祓
祝
詞
の
ハ
ヤ
サ
ス
ラ
ヒ
メ

─
根
国
・
底
国
に
い
て
人
々
の
犯
し
た
罪
科

を
最
後
に
消
し
去
る
女
神

─
と
の
対
応
で
あ
る
。

遺
る
罪
は
あ
ら
じ
と
祓
へ
た
ま
ひ
清
め
た
ま
ふ
事
を
、
高
山
・
短
山
の
末

よ
り
、
さ
く
な
だ
り
に
落
ち
た
ぎ
つ
速
川
の
瀬
に
坐
す
瀬
織
つ
ひ
め
と
い

ふ
神
、
大
海
の
原
に
持
ち
出
で
な
む
。
か
く
持
ち
出
で
往
な
ば
、
荒
塩
の

塩
の
八
百
道
の
、八
塩
道
の
塩
の
八
百
会
に
坐
す
速
開
つ
ひ
め
と
い
ふ
神
、

持
ち
か
か
呑
み
て
む
。
か
く
か
か
呑
み
て
は
、
気
吹
戸
に
坐
す
気
吹
戸
主

と
い
ふ
神
、
根
の
国
・
底
の
国
に
気
吹
き
放
ち
て
む
。
か
く
気
吹
き
放
ち

て
は
、
根
の
国
・
底
の
国
に
坐
す
速
さ
す
ら
ひ
め
と
い
ふ
神
、
持
ち
さ
す

ら
ひ
失
ひ
て
む
。［
四
二
七
］

ス
セ
リ
ビ
メ
が
黄
泉
に
由
来
す
る
穢
れ
を
取
り
除
き
、
オ
ホ
ア
ナ
ム
ヂ
を
救

う
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
祓
い
の
神
・
ハ
ヤ
サ
ス
ラ
ヒ
メ
と
同
神
で
あ
っ
た
か

ら
と
い
う
わ
け
だ
。

こ
の
よ
う
に
、
宣
長
が
⽝
古
事
記
⽞
と
大
祓
祝
詞
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
、

新
た
な
神
話
を
語
り
出
す
上
で
重
要
な
手
段
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
節
で

検
討
し
た
よ
う
に
、⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
と
⽝
古
事
記
⽞
の
統
合
は
、
既
に
真
淵
が

示
し
た
方
法
で
も
あ
っ
た
は
ず
だ
。
真
淵
の
場
合
は
、
道
饗
祭
の
祝
詞
に
⽝
古

事
記
⽞
や
⽝
書
紀
⽞
の
神
話
と
の
対
応
を
見
出
だ
す
か
た
ち
で
、
祝
詞
と
神
話

と
の
間
に
有
機
的
な
関
係
を
生
み
だ
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
の
方
法
を
よ
り

純
粋
に
⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
に
求
め
、
神
代
の
物
語
全
体
の
理
解
へ
と
展
開
さ

せ
た
の
が
宣
長
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

真
淵
は
祝
詞
研
究
の
立
場
か
ら
⽝
古
事
記
⽞
を
利
用
し
た
以
上
、
神
話
全
体

へ
の
理
解
を
表
明
す
る
に
は
至
ら
ず
、
ま
た
、⽝
古
事
記
⽞
と
の
対
応
を
語
る
上

で
中
心
的
な
対
象
と
な
る
の
が
、
真
淵
で
は
道
饗
祭
祝
詞
で
あ
る
の
に
対
し

（
25
）、

宣
長
で
は
大
祓
祝
詞
で
あ
る
と
い
っ
た
違
い
も
あ
り
、
真
淵
か
ら
宣
長
⽝
古
事

記
伝
⽞
へ
至
る
直
接
の
影
響
関
係
を
指
摘
す
る
に
は
な
お
慎
重
を
要
す
る
。
し

か
し
な
が
ら
、⽝
古
事
記
⽞
の
神
と
祝
詞
の
神
の
対
応
を
通
し
て
、
神
話
と
祝
詞

を
関
連
づ
け
て
ゆ
く
手
法
に
は
、
あ
る
種
の
共
通
性
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
前
節
に
見
た
よ
う
に
、
宣
長
が
、⽝
古
事
記
⽞
の
イ

ザ
ナ
キ
の
禊
ぎ
と
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
祓
い
に
負
か
ら
正
へ
の
転
換
を
読
み

取
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、よ
り
明
確
に
真
淵
の
水
脈
を
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

真
淵
の
⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
の
研
究
と
比
較
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
宣
長
⽝
古
事
記

伝
⽞
の
注
釈
・
思
想
に
、
新
た
な
光
を
あ
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

真
淵
に
お
け
る
⽝
古
事
記
⽞
受
容
の
問
題
と
宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
と
の
関
係

性
を
、⽝
祝
詞
解
⽞⽝
祝
詞
考
⽞
に
お
け
る
道
饗
祭
及
び
禊
ぎ
・
祓
い
の
注
釈
に

注
目
し
て
検
討
し
て
き
た
。

特
に
⽝
祝
詞
考
⽞
に
お
い
て
は
、⽝
古
事
記
⽞
を
積
極
的
に
利
用
す
る
態
度
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─
神
名
の
一
致
を
挺
子
に
、
道
饗
祭
祝
詞
と
⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
を
重
ね
合

わ
せ
た
解
釈
を
展
開
し
、
さ
ら
に
、
禊
ぎ
・
祓
い
に
は
、⽝
古
事
記
⽞
の
神
話
か

ら
そ
れ
ら
儀
礼
の
効
験
を
見
出
す
特
徴
が
認
め
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
真
淵
以

前
、
主
に
⽝
書
紀
⽞
第
五
段
一
書
第
六
の
神
話
と
の
関
係
で
説
か
れ
て
き
た
が
、

真
淵
（
特
に
⽝
祝
詞
考
⽞）
に
至
り
⽝
古
事
記
⽞
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

宣
長
⽝
古
事
記
伝
⽞
は
確
か
に
革
命
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
⽝
書
紀
⽞
読
解

の
た
め
の
サ
ブ
テ
キ
ス
ト
的
な
位
置
づ
け
に
と
ど
ま
っ
て
き
た
⽝
古
事
記
⽞
を
、

主
た
る
注
釈
対
象
と
し
て
、
古
典
の
表
舞
台
に
押
し
上
げ
た
業
績
は
揺
る
が
な

い
。
し
か
し
、
そ
の
営
み
の
各
所
に
は
大
小
様
々
な
水
脈
が
流
れ
て
い
て
、
そ

れ
ら
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に
掘
り
お
こ
し
、
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
こ
と
で
、
新
た

な
⽝
古
事
記
伝
⽞
の
姿
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
と
な
る
。⽝
古
事
記

伝
⽞は
突
然
現
わ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
し
た
理
解
の
一
つ
に
、⽝
古
事
記
⽞

の
神
話
と
祭
儀
と
の
有
機
的
な
関
係
を
説
い
た
真
淵
の
祝
詞
研
究
が
位
置
づ
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
⚑
）
本
居
清
造
編
⽝
本
居
宣
長
稿
本
全
集
⽞
第
二
輯
（
博
文
堂
、
一
九
二
三

年
、
七
四
八
頁
）。

（
⚒
）
以
下
、
宣
長
の
著
書
の
引
用
は
、
筑
摩
書
房
版
⽝
本
居
宣
長
全
集
⽞
に

よ
り
、
末
尾
に
巻
数
と
頁
数
を
示
し
た
。
な
お
、
引
用
文
中
の
中
略
と

傍
線
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。

（
⚓
）
以
下
、
真
淵
の
著
書
の
引
用
は
、
続
群
書
類
従
完
成
会
版
⽝
賀
茂
真
淵

全
集
⽞
に
よ
り
、
末
尾
に
巻
数
と
頁
数
を
示
し
た
。
な
お
、
引
用
文
中

の
中
略
と
傍
線
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。

（
⚔
）
⽝
万
葉
解
⽞
は
寛
延
二
年
（
一
七
四
九
）、⽝
冠
辞
考
⽞
は
宝
暦
七
年
（
一

七
五
七
）
の
成
立
と
さ
れ
る
（
遠
藤
宏
⽛⽝
万
葉
解
⽞
解
説
⽜⽝
賀
茂
真

淵
全
集
⽞
第
六
巻
、
井
上
豊
⽛⽝
冠
辞
考
⽞
解
説
⽜⽝
賀
茂
真
淵
全
集
⽞

第
八
巻
）。

（
⚕
）
石
井
庄
司
⽛
真
淵
の
古
事
記
研
究
⽜・⽛
真
淵
の
仮
名
書
古
事
記
⽜（⽝
古

典
考
究
⽞
記
紀
篇
、
第
一
書
房
、
一
九
四
四
年
）、
岡
田
米
夫
⽛
古
事
記

訓
読
の
沿
革
と
課
題
⽜（⽝
校
訂
真
淵
宣
長
訓
古
事
記
神
代
巻
⽞
神
宮
皇

学
館
史
学
会
、
一
九
三
三
年
）、
南
信
一
⽛
賀
茂
真
淵
の
古
事
記
研
究
⽜

（⽝
国
語
⽞
四
・
一
、
一
九
三
九
年
）、
植
松
茂
⽛
多
和
文
庫
所
蔵
書
入
本

古
事
記
に
つ
い
て
⽜（⽝
神
道
学
⽞
二
十
六
、
一
九
六
〇
年
）、
秋
本
吉
徳

⽛
書
入
本
古
事
記
解
説
⽜（⽝
賀
茂
真
淵
全
集
⽞
第
二
十
六
巻
）、
太
田
善

麿
⽛
古
事
記
頭
書
⽜・⽛
仮
名
書
古
事
記
解
説
⽜（⽝
賀
茂
真
淵
全
集
⽞
第

十
七
巻
）、
中
村
啓
信
⽝
荷
田
春
満
書
入
古
事
記
と
そ
の
研
究
⽞（
高
科

書
店
、
一
九
九
二
年
）
な
ど
。

（
⚖
）
初
期
の
両
部
神
道
書
の
⽝
中
臣
祓
訓
解
⽞（
一
一
九
一
以
前
）
や
卜
部
神

道
の
吉
田
兼
倶
（
自
筆
本
）⽝
中
臣
祓
抄
⽞（
一
五
三
四
以
前
）
な
ど
が

あ
り
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
、
伊
勢
神
道
の
出
口
延
佳
⽝
中
臣
祓
瑞

穂
鈔
⽞（
一
六
五
九
）
や
垂
加
神
道
の
山
崎
闇
斎
⽝
中
臣
祓
風
水
草
⽞（
十

七
世
紀
）
な
ど
が
あ
る
。

（
⚗
）
序
の
末
尾
に
⽛
延
享
丙
寅
秋
九
月
⽜［
七
・
九
］
と
あ
る
が
（⽛
延
享
丙

寅
⽜
は
延
享
三
年
）、
こ
れ
は
序
を
書
い
た
日
付
で
、
全
五
巻
の
成
っ
た

時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
（
青
木
紀
元
⽛⽝
延
喜
式
祝
詞
解
⽞
解
説
⽜⽝
賀
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茂
真
淵
全
集
⽞
第
七
巻
）。

（
⚘
）
下
巻
の
巻
末
に
⽛
明
和
五
年
夏
加
茂
真
淵
七
十
二
の
齢
に
し
て
、
此
考

を
竟
つ
、⽜［
七
・
三
五
七
］
と
あ
る
。

（
⚙
）
真
淵
以
前
に
も
⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
の
部
分
的
注
釈
に
取
り
組
ん
だ
、
荷

田
在
満
⽝
祝
詞
式
和
解
⽞（
一
七
二
六
頃
）
が
あ
る
。
真
淵
以
後
に
は
、

宣
長
が
⽝
出
雲
国
造
神
寿
後
釈
⽞（
一
七
九
二
）
や
⽝
大
祓
詞
後
釈
⽞（
一

七
九
五
）
を
著
し
た
ほ
か
、
藤
井
高
尚
⽝
大
祓
詞
後
々
釈
⽞（
一
八
一
三
）

や
鈴
木
重
胤
⽝
延
喜
式
祝
詞
講
義
⽞（
一
八
五
一
）
な
ど
が
あ
る
。

（
10
）
以
下
、⽝
延
喜
式
⽞
祝
詞
の
引
用
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系
版
（
岩
波
書

店
）
に
よ
り
、
頁
数
も
同
書
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
文
中
の
中
略
と
傍

線
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
り
、
私
に
仮
名
の
清
濁
を
一
部
改
め
た
。

（
11
）
⽝
祝
詞
解
⽞
は
⽛
道
役
（
神
）⽜
に
⽛
チ
マ
タ
ノ
⽜
と
振
仮
名
を
振
る
。

（
12
）
以
下
、⽝
古
事
記
⽞
の
引
用
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
版
（
小
学
館
）

に
よ
り
、
頁
数
も
同
書
に
よ
る
。
な
お
、
引
用
文
中
の
中
略
と
傍
線
は

す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。

（
13
）
真
淵
は
⽝
古
事
記
⽞
と
明
言
し
な
い
が
、⽛
雷
醜
女
⽜
や
⽛
蒲
子
桃
子
⽜

が
同
時
に
見
ら
れ
る
の
は
、⽝
古
事
記
⽞
の
語
る
神
話
だ
け
で
あ
る
。

（
14
）
⽝
古
事
記
伝
⽞
六
之
巻
（
神
代
四
之
巻
）［
九
・
二
六
四
～
七
］
に
言
及

が
あ
る
。

（
15
）
武
田
祐
吉
⽝
古
事
記
説
話
群
の
研
究
⽞（
明
治
書
院
、
一
九
五
四
年
）
や

岡
田
精
司
⽛
記
紀
神
話
の
成
立
⽜（⽝
岩
波
講
座
日
本
歴
史
⚒
古
代
⚒
⽞

岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）、
水
林
彪
⽝
記
紀
神
話
と
王
権
の
祭
り
⽞（
岩

波
書
店
、
一
九
九
一
年
）
な
ど
。
水
林
氏
は
⽛
伊
耶
那
岐
命
が
⽛
黄
泉

国
⽜
か
ら
の
帰
還
の
物
語
り
は
〔
中
略
〕、
京
城
へ
の
穢
神
・
禍
神
の
侵

入
の
防
止
を
願
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
た
道
饗
祭
の
祭
儀
神
話
で
あ
っ

た
。⽜（
六
三
頁
）
と
述
べ
る
。

（
16
）
以
下
、⽝
書
紀
⽞
の
引
用
は
、
岩
波
文
庫
に
よ
り
、
末
尾
に
巻
数
と
頁
数

を
示
し
た
。
な
お
、引
用
文
中
の
中
略
と
傍
線
は
す
べ
て
稿
者
に
よ
る
。

（
17
）
⽝
古
事
記
⽞
や
⽝
書
紀
⽞
と
の
対
応
を
説
く
祭
儀
神
話
論
に
対
す
る
批
判

的
な
検
証
を
通
じ
、
そ
う
し
た
見
方
の
破
綻
と
古
代
に
お
け
る
多
元
的

な
神
話
の
存
在
を
指
摘
し
た
の
が
神
野
志
隆
光
氏
で
あ
る
（⽛
古
代
天

皇
神
話
の
完
成
⽜⽝
国
語
と
国
文
学
⽞
八
七
四
、
一
九
九
六
年
十
一
月
、

⽛
天
皇
神
話
と
律
令
祭
祀

─
祭
儀
神
話
論
批
判

─
⽜⽝
古
代
天
皇

神
話
論
⽞
若
草
書
房
、
一
九
九
九
年
、⽛⽛
記
紀
神
話
⽜
と
律
令
祭
祀

─
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
の
た
め
に

─
⽜⽝
歴
史
評
論
⽞
六
二
六
、
二

〇
〇
二
年
な
ど
）。
そ
も
そ
も
⽝
延
喜
式
⽞
に
収
め
ら
れ
た
道
饗
祭
の
祝

詞
が
語
る
、
魔
物
か
ら
の
守
護
を
三
神
に
祈
願
す
る
こ
と
自
体
が
、
道

饗
（
魔
物
を
道
に
饗
応
す
る
）
の
義
に
照
応
し
な
い
。
氏
が
述
べ
る
よ

う
に
、⽝
令
義
解
⽞
に
は
、
魔
物
を
都
の
四
隅
の
道
上
で
饗
応
し
て
、
そ

の
侵
入
を
防
ぐ
こ
と
が
祭
り
の
本
義
と
さ
れ
て
お
り
、⽝
令
集
解
⽞に⽛
古

記
无
レ
別
⽜
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
れ
が
本
来
の
か
た
ち
と
み
と
め

ら
れ
る
。
そ
れ
が
後
に
変
化
し
て
、
魔
物
か
ら
の
守
護
を
三
神
に
祈
願

す
る
か
た
ち
と
な
っ
た
の
が
、⽝
延
喜
式
⽞
に
み
ら
れ
る
祝
詞
で
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。

（
18
）
青
木
紀
元
⽛
ミ
ソ
ギ
・
ハ
ラ
ヘ
考
⽜（⽝
福
井
大
学
学
芸
学
部
紀
要
⽞
十

三
、
一
九
六
四
年
）。

（
19
）
青
木
紀
元
、
注
17
前
掲
論
文
。

（
20
）
新
訂
増
補
国
史
大
系
第
八
巻
⽝
日
本
書
紀
私
記
・
釈
日
本
紀
・
日
本
逸
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史
（
新
装
版
）⽞（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
六
三
頁
）。

（
21
）
こ
こ
に
も
、⽛
日
本
紀
ハ
、
古
語
ニ
漢
字
ヲ
配
シ
、
事
理
委
キ
故
ニ
、
事

ニ
従
テ
先
挙
ル
モ
有
リ
⽜（
前
掲
引
用
①
）
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。

（
22
）
清
原
宣
賢
⽝
日
本
書
紀
神
代
巻
抄
⽞（
一
五
三
六
）
が
⽛
ミ
ソ
ギ
ト
云
ハ
、

悪
心
ヲ
善
心
ニ
ナ
ス
ヲ
云
⽜（
神
道
大
系
古
典
註
釈
編
⽝
日
本
書
紀
註
釈

（
下
）⽞
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
八
年
、
一
八
八
頁
）
と
し
、
谷
重

遠
⽝
神
代
巻
塩
土
伝
⽞（
一
七
〇
七
）
が
⽛
蓋
シ
素
戔
嗚
尊
、
逐
降
貧
窶
、

漸
ク
悪
念
ヲ
改
メ
善
心
ヲ
発
セ
リ
。
是
レ
解
除
ノ
效
験
ナ
リ
⽜（
国
文

学
研
究
資
料
館
所
蔵
東
京
大
学
宗
教
史
学
研
究
室
蔵
本
〈
請
求
記
号
：

⚓
⚕
⚗
─
⚑
⚔
⚕
─
⚘
〉、
原
漢
文
）
と
す
る
こ
と
な
ど
。
近
年
で
も
、

松
本
直
樹
⽝
古
事
記
神
話
論
⽞（
新
典
社
、
二
〇
〇
三
年
、
二
六
六
頁
）

が
同
様
の
見
方
を
示
す
。

（
23
）
以
下
、本
節
に
お
け
る⽝
古
事
記
伝
⽞理
解
の
概
要
は
、金
沢
英
之⽛⽝
古

事
記
伝
⽞
の
〈
神
代
〉⽜（⽝
宣
長
と
⽝
三
大
考
⽞
─
近
世
日
本
の
神
話

的
世
界
像
⽞
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
に
基
づ
く
。

（
24
）
⽝
古
事
記
伝
⽞
八
之
巻
（
神
代
六
之
巻
）［
九
・
三
四
七
～
八
］
に
言
及

が
あ
る
。

（
25
）
た
だ
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
紙
幅
の
都
合
に
よ
り
割
愛
す
る
が
、
祈
年

祭
祝
詞
の
神
祇
官
八
神

─
神
魂
・
高
御
魂
・
生
魂
・
足
魂
・
玉
留
魂
・

大
宮
乃
売
・
大
御
膳
都
神
・
辞
代
主

─
の
解
釈
な
ど
、
真
淵
の
注
釈

に
お
い
て
⽝
古
事
記
⽞
を
は
じ
め
と
し
た
神
話
と
祝
詞
と
の
対
応
が
図

ら
れ
る
箇
所
は
他
に
も
存
在
す
る
。
真
淵
は
、
八
神
の
う
ち
、
神
魂
・

高
御
魂
・
生
魂
・
大
御
膳
都
神
・
辞
代
主
の
五
神
を
、
そ
れ
ぞ
れ
⽝
古

事
記
⽞
の
神
産
巣
日
神
・
高
御
産
巣
日
神
・
神
活
須
毘
神
・
大
宜
都
比

売
神
・
事
代
主
神
に
対
応
さ
せ
る
。
さ
ら
に
、
生
魂
・
足
魂
・
玉
留
魂

の
三
神
を
⽛
生
玉
、
足
玉
、
死
反
玉
、
道
反
玉
⽜（⽝
令
集
解
⽞
職
員
令
・

神
祇
官
条
）
と
対
応
さ
せ
た
上
で
、
イ
ザ
ナ
キ
の
功
（⽛
天
皇
の
御
命
長

く
、
御
稜
威
足
ひ
、
ま
た
死
た
る
魂
を
、
よ
み
か
へ
ら
せ
、
黄
泉
の
道

よ
り
、
反
り
な
ど
し
給
ふ
⽜［
七
・
一
九
五
］）
を
備
え
た
神
と
し
て
括

る
。
そ
の
ほ
か
、
生
魂
を
⽛
神
魂
命
の
御
子
⽜
と
し
、
足
魂
を
⽛
生
魂

神
の
和
魂
⽜
と
解
す
る
な
ど
［
同
］、
八
神
同
士
を
関
連
づ
け
よ
う
と
す

る
意
図
も
う
か
が
え
る
。

（
な
か
む
ら

し
ゅ
ん
た
・
北
海
道
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
修
了
）


